
(57)【要約】

【課題】投入された燃料の利用効率を改善することが出

来る吸収ヒートポンプの提供。

【解決手段】燃料が投入される再生器（１）と、系外か

ら熱エネルギーを取り入れて冷媒を蒸発する蒸発器（２

）と、吸収剤が冷媒を吸収する吸収器（３）と、冷媒蒸

気が凝縮する凝縮器（４）と、吸収器（３）及び凝縮器

（４）を冷却する冷却水ライン（Ｌｗ）とを備え、冷却

水ライン（Ｌｗ）を流れ且つ吸収器（３）及び凝縮器（

４）を冷却する以前の冷却水に対して再生器（１）から

排出された排気ガスが保有する熱量を投入する第１の熱

交換器（７）を備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 料 が 投 入 さ れ る 再 生 器 と 、 系 外 か ら 熱 エ ネ ル ギ ー を 取 り 入 れ て 冷 媒 を 蒸 発 す る 蒸 発 器 と
、 吸 収 剤 が 冷 媒 を 吸 収 す る 吸 収 器 と 、 冷 媒 蒸 気 が 凝 縮 す る 凝 縮 器 と 、 吸 収 器 及 び 凝 縮 器 を
冷 却 す る 冷 却 水 ラ イ ン と を 備 え 、 冷 却 水 ラ イ ン を 流 れ 且 つ 吸 収 器 及 び 凝 縮 器 を 冷 却 す る 以
前 の 冷 却 水 に 対 し て 再 生 器 か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス が 保 有 す る 熱 量 を 投 入 す る 第 １ の 熱 交
換 器 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
冷 却 水 ラ イ ン を 流 れ 且 つ 吸 収 器 及 び 凝 縮 器 を 冷 却 し て 昇 温 し た 後 の 冷 却 水 に 対 し て 再 生 器
か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス が 保 有 す る 熱 量 を 投 入 す る 第 ２ の 熱 交 換 器 を 備 え 、 第 ２ の 熱 交 換
器 を 経 由 し た 排 気 ガ ス が 前 記 第 １ の 熱 交 換 器 に 供 給 さ れ る 請 求 項 １ の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 気 が 保 有 す る 熱 量 等 の 未 利 用 エ ネ ル ギ ー を 低 温 熱 源 と す る 吸 収 ヒ ー ト ポ ン
プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 技 術 に 係 る ヒ ー ト ポ ン プ の 例 と し て 、 単 効 用 増 熱 型 ヒ ー ト ポ ン プ を 図 ９ で 示 す 。
図 ９ に お い て 、 シ ス テ ム 全 体 を 符 号 ９ ０ で 示 す 単 効 用 増 熱 型 ヒ ー ト ポ ン プ は 、 例 え ば 都 市
ガ ス が 燃 料 と し て 投 入 さ れ 燃 焼 さ れ る 再 生 器 １ と 、 系 外 か ら 例 え ば 空 気 熱 Ｑ Ｌ 等 の 未 利 用
エ ネ ル ギ ー を 取 り 入 れ て 冷 媒 を 蒸 発 す る 蒸 発 器 ２ と 、 液 相 の 吸 収 剤 が 冷 媒 蒸 気 を 吸 収 す る
吸 収 器 ３ と 、 冷 媒 蒸 気 が 凝 縮 す る 凝 縮 器 ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
吸 収 器 ３ 及 び 凝 縮 器 ４ は 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ に よ っ て 冷 却 さ れ る 様 に 構 成 さ れ て い る 。 吸
収 器 ３ と 再 生 器 １ と は 、 循 環 ポ ン プ ５ の 介 装 さ れ た 吸 収 溶 液 ラ イ ン Ｌ １ 及 び Ｌ ２ に よ っ て
接 続 さ れ 、 そ の 吸 収 溶 液 ラ イ ン Ｌ １ 、 Ｌ ２ に は 溶 液 熱 交 換 器 ６ が 介 装 さ れ 、 ラ イ ン Ｌ ２ を
流 れ る 吸 収 溶 液 が 保 有 す る 熱 量 を 、 ラ イ ン Ｌ １ を 流 れ る 吸 収 溶 液 に 投 与 す る 様 に 構 成 さ れ
て い る 。
再 生 器 １ に は 精 溜 器 １ １ が 装 備 さ れ て お り 、 精 溜 器 １ １ は 、 再 生 器 １ に お い て 吸 収 剤 （ 例
え ば 水 ） が 気 化 し て 、 冷 媒 蒸 気 と 共 に 凝 縮 器 ４ 側 に 移 動 す る 恐 れ が あ る 場 合 に 、 当 該 気 相
の 吸 収 剤 （ 例 え ば 水 蒸 気 ） を 凝 縮 せ し め 、 再 生 し た 冷 媒 蒸 気 （ 例 え ば ア ン モ ニ ア 蒸 気 ） か
ら 分 離 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 そ れ と 共 に 、 精 溜 器 １ １ は 、 吸 収 溶 液 ラ イ ン Ｌ １ を 流
れ る 吸 収 溶 液 を 、 溶 液 熱 交 換 器 ６ よ り も 吸 収 器 ３ 側 の 領 域 で 加 熱 し 、 昇 温 す る 様 に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
精 溜 器 １ １ で 気 相 の 吸 収 剤 か ら 分 離 さ れ た 冷 媒 蒸 気 （ 例 え ば ア ン モ ニ ア 蒸 気 ） は 、 ラ イ ン
Ｌ ３ を 流 れ て 凝 縮 器 ４ に 至 り 、 凝 縮 器 ４ 内 で 気 化 熱 を 奪 わ れ て 凝 縮 し て 液 相 冷 媒 （ 例 え ば
、 １ ０ ０ ％ ア ン モ ニ ア ） に な り 、 こ の 液 相 冷 媒 は ラ イ ン Ｌ ４ を 流 れ て 蒸 発 器 ２ に 流 入 す る
。
蒸 発 器 ２ 内 の 液 相 冷 媒 は 空 気 熱 Ｑ Ｌ よ り 気 化 熱 を 奪 っ て 蒸 発 器 ２ 内 で 蒸 発 し 、 ラ イ ン Ｌ ５
（ 単 な る 開 口 で あ る 場 合 も 存 在 す る ） を 介 し て 吸 収 器 ３ に 戻 る 。
図 ９ の 例 で は 、 蒸 発 器 ２ に お い て は 、 大 気 か ら の 熱 エ ネ ル ギ ー （ 空 気 熱 ） Ｑ Ｌ に よ り 液 相
冷 媒 を 蒸 発 し て い る が 、 大 気 か ら の 熱 エ ネ ル ギ ー （ 空 気 熱 ） Ｑ Ｌ の み な ら ず 、 河 川 の 水 や
、 下 水 等 が 保 有 す る 未 利 用 エ ネ ル ギ ー で あ っ て も 、 利 用 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
吸 収 器 ３ 内 で 、 冷 媒 蒸 気 は 再 生 器 １ か ら 戻 っ た 吸 収 溶 液 に 吸 収 さ れ て 、 吸 収 溶 液 中 の 吸 収
剤 濃 度 が 薄 く な る 。 吸 収 剤 濃 度 が 薄 く な っ た 吸 収 溶 液 （ 希 溶 液 ） は 、 吸 収 器 ３ を 出 て 、 循
環 ポ ン プ ５ に よ り 再 生 器 １ へ 送 ら れ る 。 こ こ で 、 吸 収 器 ３ 内 で は 、 冷 媒 蒸 気 が 吸 収 溶 液 に
吸 収 さ れ る 際 に 、 吸 収 熱 （ 潜 熱 ） を 発 生 す る 。
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冷 却 水 ラ イ ン は 、 吸 収 器 ３ で 発 生 し た 吸 収 熱 （ 潜 熱 ） を 奪 っ て 吸 収 器 ３ を 冷 却 す る と 共 に
、 凝 縮 器 ４ に お い て 冷 媒 蒸 気 （ 気 相 冷 媒 ） か ら 気 化 熱 を 奪 っ て 凝 縮 せ し め る （ 液 相 冷 媒 と
す る ） 。 す な わ ち 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ を 流 れ る 冷 却 水 に は 、 吸 収 器 ３ で 発 生 し た 吸 収 熱 及
び 凝 縮 器 ４ で 冷 媒 蒸 気 か ら 奪 っ た 気 化 熱 が 投 入 さ れ 加 熱 さ れ る 。 そ の 結 果 、 冷 却 水 ラ イ ン
Ｌ ｗ を 流 れ る 冷 却 水 は 、 給 湯 需 要 を 賄 え る 程 度 ま で 昇 温 さ れ て 、 湯 と し て 取 り 出 さ れ る （
給 湯 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 単 効 用 増 熱 型 ヒ ー ト ポ ン プ ９ ０ に 供 給 さ れ る 熱 量 は 、 再 生 器 １ の 燃 料 供 給 ラ イ
ン Ｌ ｆ で 供 給 さ れ る 都 市 ガ ス の 燃 焼 に よ り 供 給 さ れ る 熱 量 Ｑ Ｈ （ 再 生 器 １ で 吸 収 溶 液 を 加
熱 し 、 冷 媒 蒸 気 を 再 生 す る の に 用 い ら れ る 熱 量 ） と 、 蒸 発 器 ２ に お い て 液 相 冷 媒 の 蒸 発 に
用 い ら れ る 熱 エ ネ ル ギ ー （ 空 気 熱 ） Ｑ Ｌ （ 河 川 の 水 や 、 下 水 等 が 保 有 す る 未 利 用 エ ネ ル ギ
ー を 含 む ） で あ る 。 一 方 、 ヒ ー ト ポ ン プ ９ ０ か ら 外 部 に 供 給 さ れ る の は 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ
ｗ か ら 給 湯 と し て 取 り 出 し 可 能 な 給 湯 熱 量 Ｑ Ｍ で あ る 。 従 っ て 、 単 効 用 増 熱 型 ヒ ー ト ポ ン
プ ９ ０ の 熱 収 支 は 、
　 Ｑ Ｍ ＝ Ｑ Ｈ ＋ Ｑ Ｌ 　 な る 式 で 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 投 入 さ れ た 燃 料 の 利 用 効 率 η を 以 下 の よ う に 定 義 す る と
　 　 　 　 η ＝ 給 湯 に 供 し た 熱 量 ／ 投 入 さ れ た 燃 料 の 持 つ 熱 量
図 ９ に 示 す 様 な 従 来 技 術 に 係 る ヒ ー ト ポ ン プ で は 、 投 入 さ れ た 燃 料 の 利 用 効 率 は ８ ０ ～ ８
５ ％ 程 度 （ 総 発 熱 量 基 準 ） で あ り 、 一 般 的 な 給 湯 機 （ 総 発 熱 量 基 準 で 、 最 大 ９ ５ ％ 程 度 ）
等 に 比 較 す る と 、 利 用 効 率 は 低 い 。
　 燃 料 の 利 用 効 率 が 低 い と い う ヒ ー ト ポ ン プ の 問 題 点 を 解 消 す る た め 、 種 々 の 提 案 が 為 さ
れ て い る が 、 有 効 な 解 決 手 段 は 未 だ に 提 案 さ れ て い な い 。
　 例 え ば 、 従 来 技 術 の １ 例 と し て 、 大 気 温 度 が 低 く 大 気 熱 交 換 用 循 環 水 が 十 分 に 加 熱 さ れ
な い 場 合 に 凝 縮 熱 に よ り 大 気 熱 交 換 用 循 環 水 を 加 熱 し 、 大 気 温 度 が 高 く 大 気 熱 交 換 用 循 環
水 が 十 分 に 冷 却 さ れ な い 場 合 に 気 化 熱 に よ り 大 気 熱 交 換 用 循 環 水 を 冷 却 す る 吸 収 ヒ ー ト ポ
ン プ シ ス テ ム が 存 在 す る （ 特 許 文 献 １ ） 。
　 し か し 、 係 る 従 来 技 術 は 気 温 が 低 い 場 合 に も 確 実 に 暖 房 運 転 を 実 行 し 、 且 つ 、 気 温 が 高
く て も 確 実 に 冷 房 運 転 を 実 行 す る こ と を 目 的 と し て お り 、 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ の 投 入 さ れ た
燃 料 （ 図 ９ の 例 で は 都 市 ガ ス ） の 利 用 効 率 を 改 善 す る も の で は な く 、 上 述 し た 問 題 点 を 解
消 し な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ７ ７ ０ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 提 案 さ れ た も の で あ り 、 投 入 さ れ た 燃 料 （
図 ９ の 例 で は 都 市 ガ ス ） の 利 用 効 率 を 改 善 す る こ と が 出 来 る 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ の 提 供 を 目
的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ は 、 燃 料 が 投 入 さ れ る 再 生 器 （ １ ） と 、 系 外 か ら 熱 エ ネ ル ギ
ー （ 空 気 熱 等 の 未 利 用 エ ネ ル ギ ー Ｑ Ｌ ） を 取 り 入 れ て 冷 媒 を 蒸 発 す る 蒸 発 器 （ ２ ） と 、 吸
収 剤 が 冷 媒 を 吸 収 す る 吸 収 器 （ ３ ） と 、 冷 媒 蒸 気 が 凝 縮 す る 凝 縮 器 （ ４ ） と 、 吸 収 器 （ ３
） 及 び 凝 縮 器 （ ４ ） を 冷 却 す る 冷 却 水 ラ イ ン （ Ｌ ｗ ） と を 備 え 、 冷 却 水 ラ イ ン （ Ｌ ｗ ） を
流 れ 且 つ 吸 収 器 （ ３ ） 及 び 凝 縮 器 （ ４ ） を 冷 却 す る 以 前 の 冷 却 水 に 対 し て 再 生 器 （ １ ） か
ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス が 保 有 す る 熱 量 を 投 入 す る 第 １ の 熱 交 換 器 （ ７ ： 潜 熱 回 収 熱 交 換 器
） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る （ 図 １ 、 図 ２ 、 図 ５ 、 図 ６ ： 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 吸 収 剤 と し て 例 え ば 水 を 選 択 し 、 冷 媒 と し て 例 え ば ア ン モ ニ ア を 選 択 す る こ と
が 可 能 で あ る 。
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　 た だ し 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 吸 収 剤 と し て 臭 化 リ チ ウ ム を 選 択 し
、 且 つ 、 冷 媒 と し て 水 を 選 択 す る こ と や 、 有 機 媒 体 （ フ ッ 化 ア ル コ ー ル ） を 選 択 す る こ と
等 も 可 能 で あ り 、 そ れ 以 外 の 冷 媒 や 吸 収 剤 を 選 択 し 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ に お い て 、 冷 却 水 ラ イ ン （ Ｌ ｗ ） を 流 れ 且 つ 吸 収 器 （ ３ ） 及
び 凝 縮 器 （ ４ ） を 冷 却 し て 昇 温 し た 後 の 冷 却 水 に 対 し て 再 生 器 （ １ ） か ら 排 出 さ れ た 排 気
ガ ス が 保 有 す る 熱 量 を 投 入 す る 第 ２ の 熱 交 換 器 （ ８ ： 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ） を 備 え 、 第 ２ の
熱 交 換 器 （ ８ ） を 経 由 し た 排 気 ガ ス が 前 記 第 １ の 熱 交 換 器 （ ７ ） に 供 給 さ れ （ て 、 冷 却 水
ラ イ ン Ｌ ｗ を 流 れ 且 つ 吸 収 器 ３ 及 び 凝 縮 器 ４ を 冷 却 す る 以 前 の 冷 却 水 と 熱 交 換 す る 様 に 構
成 さ れ て い ） る の が 好 ま し い （ 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ７ 、 図 ８ ： 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 燃 料 が 投 入 さ れ る 高 温 再 生 器 （ １ Ｈ ） と 、 該 高 温 再 生 器 （ １ Ｈ ） で 発
生 し た 冷 媒 蒸 気 に よ り 吸 収 溶 液 を 加 熱 し て 冷 媒 蒸 気 を 再 生 す る 低 温 再 生 器 （ １ Ｌ ） と を 有
し て い る の が 好 ま し い （ 図 ５ ～ 図 ８ ） 。
　 換 言 す れ ば 、 本 発 明 は 、 単 効 用 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 二 重 効
用 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ と し て 構 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に お い て 、 第 １ の 熱 交 換 器 （ 潜 熱 交 換 熱 交 換 器 ７ ） を 通 過 し た 冷 却 水 が
、 吸 収 器 （ ３ ） 、 凝 縮 器 （ ４ ） の 順 に 流 れ る （ 第 １ の 熱 交 換 器 ７ 、 吸 収 器 ３ 、 凝 縮 器 ４ 、
第 ２ の 熱 交 換 器 ８ の 順 に 流 れ る 場 合 を 含 む ） 様 に 構 成 し て も 良 い （ 図 １ 、 図 ３ 、 図 ５ 、 図
７ ） 。
　 或 い は 、 第 １ の 熱 交 換 器 （ 潜 熱 交 換 熱 交 換 器 ７ ） を 通 過 し た 冷 却 水 が 、 凝 縮 器 ４ 、 吸 収
器 ３ の 順 に 流 れ る （ 第 １ の 熱 交 換 器 ７ 、 凝 縮 器 ４ 、 吸 収 器 ３ 、 第 ２ の 熱 交 換 器 ８ の 順 に 流
れ る 場 合 を 含 む ） 様 に 構 成 し て も 良 い （ 図 ２ 、 図 ４ 、 図 ６ 、 図 ８ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 述 す る 構 成 を 具 備 す る 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 熱 交 換 器 （ 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ ） を 設
け る こ と に よ り 、 再 生 器 （ ３ ） で 燃 焼 し た 後 の 燃 料 （ 都 市 ガ ス 等 ） の 排 ガ ス が 保 有 す る 熱
が 有 効 利 用 で き 、 そ の 分 、 効 率 が 向 上 す る 。 そ の 結 果 、 従 来 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ の 燃 料 の
利 用 効 率 が 低 い 、 と い う 問 題 を 解 消 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ は 、 燃 料 （ 都 市 ガ ス ） の 燃 焼 熱 と 系 外 か ら 熱 エ ネ ル ギ ー （ 空
気 熱 等 の 未 利 用 エ ネ ル ギ ー Ｑ Ｌ ） と の 和 で 加 熱 さ れ る た め 、 空 気 熱 （ 等 の 未 利 用 熱 エ ネ ル
ギ ー Ｑ Ｌ ） に よ る 低 い 温 度 レ ベ ル に よ る 拘 束 を 受 け て し ま い 、 給 湯 温 度 が 、 一 定 以 上 に は
昇 温 し な い 。
　 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 に お い て 、 第 ２ の 熱 交 換 器 （ 顕 熱 交 換 熱 交 換 器 ８ ） を 設 け れ ば （
請 求 項 ２ ） 、 空 気 熱 （ 等 の 未 利 用 熱 エ ネ ル ギ ー Ｑ Ｌ ） に よ る 低 い 温 度 レ ベ ル に よ る 拘 束 を
受 け る こ と な く 、 当 該 第 ２ の 熱 交 換 器 （ 顕 熱 交 換 熱 交 換 器 ８ ） に よ り 冷 却 水 ラ イ ン （ Ｌ ｗ
） を 流 れ る 冷 却 水 （ 給 湯 ） が 加 熱 さ れ る の で 、 給 湯 温 度 （ 取 出 し 温 度 ） を さ ら に 昇 温 さ せ
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 例 え ば 、 臭 化 リ チ ウ ム の よ う に 材 料 を 腐 食 さ せ 易 い 吸 収 剤 を 使 用 す る 場 合 に は 、 再 生 器
（ １ ） の 腐 食 防 止 の た め に は 、 再 生 器 （ １ ） で は 燃 料 の 排 気 ガ ス を 凝 縮 さ せ て は な ら な い
。 燃 料 （ 都 市 ガ ス ） の 排 気 ガ ス 凝 縮 液 （ ド レ ン ） は 、 金 属 材 料 を 腐 食 さ れ る 成 分 を 包 含 す
る 可 能 性 が 高 い か ら で あ る 。 そ の た め 、 再 生 器 （ １ ） 内 で 燃 料 （ 都 市 ガ ス ） の 排 ガ ス が 潜
熱 交 換 を 行 っ て 凝 縮 す る こ と が 無 い 様 に 、 再 生 器 （ １ ） を 出 た 燃 料 （ 都 市 ガ ス ） の 排 ガ ス
温 度 を 高 温 に す る 必 要 が あ る 。 換 言 す れ ば 、 再 生 器 （ １ ） で ド レ ン （ 凝 縮 液 ） が 発 生 す る
こ と が 無 い 様 に 、 再 生 器 （ １ ） を 出 る 都 市 ガ ス の 排 ガ ス の 温 度 を 低 く す る こ と が 出 来 な い
。
　 従 っ て 、 上 述 し た 様 な 第 １ の 熱 交 換 器 （ 潜 熱 交 換 熱 交 換 器 ７ ） を 設 け て も 、 当 該 第 １ の
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熱 交 換 器 （ 潜 熱 交 換 熱 交 換 器 ７ ） で は 、 再 生 器 １ を 出 た 高 温 の 燃 料 排 ガ ス で 、 ヒ ー ト ポ ン
プ を 冷 却 し て い な い 低 温 の 上 水 を 加 熱 す る こ と に な り 、 エ ク セ ル ギ ー 損 失 が 悪 化 す る 恐 れ
が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 再 生 器 （ １ ） に お い て 燃 料 の 利 用 効 率 を 高 効 率 化 し て 再 生 器 （ １ ） か ら
出 る 燃 料 排 ガ ス が 温 度 を 低 く す れ ば 、 エ ク セ ル ギ ー 損 失 の 悪 化 は 防 止 で き る が 、 再 生 器 （
１ ） 内 で 燃 料 排 ガ ス が 凝 縮 し て し ま う 可 能 性 も 高 く な り 、 燃 料 排 ガ ス が 凝 縮 し た ド レ ン が
吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ の 金 属 材 料 を 腐 食 し て し ま う 可 能 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 第 ２ の 熱 交 換 器 （ 顕 熱 交 換 熱 交 換 器 ８ ） を 設 け れ ば （ 請 求 項 ２ ） 、 当
該 第 ２ の 熱 交 換 器 （ 顕 熱 交 換 熱 交 換 器 ８ ） に お い て は 、 吸 収 器 （ ３ ） 及 び 凝 縮 器 （ ４ ） を
経 由 し て 昇 温 さ れ た 冷 却 水 に 対 し て 、 再 生 器 （ １ ） を 出 た 直 後 の 高 温 の 排 ガ ス か ら 熱 が 投
入 さ れ る 。 す な わ ち 、 高 温 の 冷 却 水 を 高 温 の 燃 料 排 ガ ス が 加 熱 す る こ と に な る 。
そ し て 、 第 １ の 熱 交 換 器 （ 潜 熱 交 換 熱 交 換 器 ７ ） に お い て は 、 第 ２ の 熱 交 換 器 （ 顕 熱 交 換
熱 交 換 器 ８ ） で 保 有 す る 熱 量 を 投 入 し て 降 温 し た 燃 料 排 ガ ス が 、 未 だ に 加 熱 さ れ て い な い
低 温 の 上 水 を 加 熱 す る 。 す な わ ち 、 低 温 の 冷 却 水 が 低 温 の 燃 料 排 ガ ス で 加 熱 さ れ る こ と に
な る 。
す な わ ち 、 第 ２ の 熱 交 換 器 （ 顕 熱 交 換 熱 交 換 器 ８ ） を も う け る こ と に よ り 、 高 温 の 排 ガ ス
で 高 温 の 冷 却 水 を 加 熱 し 、 低 温 の 排 ガ ス で 低 温 の 冷 却 水 を 冷 却 す る こ と と な る の で 、 エ ク
セ ル ギ ー 損 失 が 少 な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
先 ず 、 図 １ の ブ ロ ッ ク 図 に 基 づ い て 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
シ ス テ ム 全 体 を 符 号 １ ０ １ で 示 す 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ は 、 例 え ば 、 燃 料 ガ ス 供 給 ラ イ ン Ｌ ｆ
に よ っ て 都 市 ガ ス が 燃 料 と し て 投 入 さ れ る 再 生 器 １ と 、 系 外 か ら 例 え ば 空 気 熱 Ｑ Ｌ を 取 り
入 れ て 冷 媒 を 蒸 発 す る 蒸 発 器 ２ と 、 吸 収 剤 （ 図 示 の 例 で は 水 ） が 冷 媒 （ 図 示 の 例 で は ア ン
モ ニ ア ） を 吸 収 す る 吸 収 器 ３ と 、 冷 媒 蒸 気 が 凝 縮 す る 凝 縮 器 ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
吸 収 器 ３ 及 び 凝 縮 器 ４ は 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ に よ っ て 冷 却 さ れ る 様 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た
、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ は 図 示 し な い 上 水 道 か ら 、 上 水 （ 冷 却 水 ； 水 道 水 ） が 潜 熱 回 収 熱 交 換
器 ７ （ 第 １ の 熱 交 換 器 ） を 経 由 し 、 吸 収 器 ３ 、 凝 縮 機 ４ の 順 に 流 過 し 、 こ の 間 に 温 め ら れ
た 冷 却 水 （ 温 水 ） は 給 湯 に 供 さ れ る 。
燃 料 供 給 ラ イ ン Ｌ ｆ を 介 し て 再 生 器 １ に 投 入 さ れ た 燃 料 ガ ス （ 都 市 ガ ス ） が 燃 焼 し て 発 生
し た 排 気 ガ ス は 、 排 気 ガ ス ラ イ ン Ｌ ｇ を 流 れ 、 そ の 排 気 ガ ス ラ イ ン Ｌ ｇ が 潜 熱 回 収 熱 交 換
器 ７ を 通 る こ と に よ っ て 、 ラ イ ン Ｌ ｇ を 流 れ る 高 温 排 気 ガ ス が 保 有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー が 冷
却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ の 冷 却 水 に 投 入 さ れ 、 当 該 冷 却 水 を 昇 温 す る 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
吸 収 器 ３ と 再 生 器 １ は 、 循 環 ポ ン プ ５ の 介 装 さ れ た 吸 収 溶 液 ラ イ ン Ｌ １ 、 Ｌ ２ に よ っ て 接
続 さ れ 、 そ の ラ イ ン Ｌ １ 、 Ｌ ２ に は 溶 液 熱 交 換 器 ６ が 介 装 さ れ て い る 。 そ の 溶 液 熱 交 換 器
６ で は ラ イ ン Ｌ ２ を 流 れ る 吸 収 溶 液 が 保 有 す る 熱 量 を 、 ラ イ ン Ｌ １ を 流 れ る 吸 収 溶 液 に 投
与 さ れ る 。
再 生 器 １ に は 、 精 溜 器 １ １ が 装 備 さ れ て お り 、 水 蒸 気 （ 気 相 の 吸 収 剤 ） の 気 化 熱 を 奪 う こ
と に よ り 、 冷 媒 （ ア ン モ ニ ア ） 蒸 気 か ら 水 蒸 気 （ 気 相 の 吸 収 剤 ） を 分 離 す る 。 そ れ と 共 に
、 ラ イ ン Ｌ １ の 溶 液 熱 交 換 器 ６ よ り も 吸 収 器 ５ 側 の 領 域 で 、 吸 収 器 ３ か ら 再 生 器 １ に 向 う
吸 収 溶 液 を 加 熱 （ 予 熱 ） し て 、 吸 収 溶 液 を 昇 温 す る 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
再 生 器 １ で 発 生 し た 冷 媒 蒸 気 （ ア ン モ ニ ア 蒸 気 ） は ラ イ ン Ｌ ３ を 通 っ て 凝 縮 器 ４ に 流 入 し
、 凝 縮 器 ４ 内 で 凝 縮 し て 液 相 冷 媒 （ １ ０ ０ ％ ア ン モ ニ ア 液 ） と な る 。 こ の 液 相 冷 媒 は ラ イ
ン Ｌ ４ を 介 し て 蒸 発 器 ２ に 流 入 す る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-120809 A 2007.5.17



蒸 発 器 ２ 内 に お い て 、 液 相 冷 媒 は 、 系 外 か ら 空 気 熱 Ｑ Ｌ に よ り 蒸 発 し て 気 相 冷 媒 （ 冷 媒 蒸
気 ） と な る 。 蒸 発 し た 冷 媒 蒸 気 は ラ イ ン Ｌ ５ を 介 し て 吸 収 器 ３ に 流 入 す る 。 な お 、 ラ イ ン
Ｌ ５ は 、 説 明 の 便 宜 の た め 、 図 中 で は 管 路 状 に 表 現 し た が 、 実 機 に お い て は 、 単 な る 開 口
部 と し て 構 成 さ れ て い る 場 合 が あ る 。
吸 収 器 ３ 内 で は 、 冷 媒 蒸 気 が 再 生 器 １ か ら 戻 っ た 吸 収 溶 液 （ 吸 収 剤 の 濃 度 が 高 い 吸 収 溶 液
） に 吸 収 さ れ て 、 吸 収 熱 を 発 生 す る 。 そ し て 、 冷 媒 を 吸 収 し た 吸 収 溶 液 は 、 吸 収 剤 の 濃 度
が 薄 ま っ た 状 態 で 吸 収 器 ３ を 出 る 。 そ し て 、 循 環 ポ ン プ ５ で 再 生 器 １ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 １ 実 施 形 態 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ １ の 蒸 発 器 ２ に お い て も 、 大 気 か ら の 熱 エ ネ ル ギ ー
（ 空 気 熱 ） Ｑ Ｌ 、 或 い は 、 河 川 、 下 水 な ど の 未 利 用 エ ネ ル ギ ー （ 図 示 せ ず ） を 汲 み 上 げ る
様 に 構 成 さ れ て い る 。
ま た 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ は 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ で 高 温 の 都 市 ガ ス 燃 焼 排 ガ ス が 保 有 す る
熱 量 が 投 入 さ れ 、 吸 収 器 ３ で 発 生 し た 吸 収 熱 が 投 入 さ れ 、 凝 縮 器 ４ に お い て 冷 媒 の 気 化 熱
を 奪 う こ と に よ り 加 熱 さ れ 、 給 湯 温 度 Ｔ Ｍ ま で 昇 温 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 述 し た 通 り 、 給 湯 で 得 ら れ る 熱 量 Ｑ Ｍ は 、 　 Ｑ Ｍ ＝ Ｑ Ｈ ＋ Ｑ Ｌ 　 で 与 え ら れ る 。
ラ イ ン Ｌ ｗ を 流 れ る 冷 却 水 は 、 蒸 発 器 ２ 及 び 吸 収 器 ３ の 両 方 か ら 熱 が 供 給 さ れ る の で 、 効
率 （ 給 湯 の 熱 量 ／ 都 市 ガ ス 等 の 強 制 的 に 負 荷 し た 熱 量 ） が １ を 越 え る の に 加 え て 、 図 １ の
実 施 形 態 で は 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ で 高 温 の 都 市 ガ ス 燃 焼 排 ガ ス が 保 有 す る 熱 量 が 投 入 さ
れ る の で 、 従 来 の ヒ ー ト ポ ン プ に 比 較 し て 、 よ り 高 い 効 率 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
換 言 す れ ば 、 図 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 シ ス テ ム を 潜 熱 回 収 部 （ 図 １ の 線 Ｚ よ り も 、 図
に お い て 上 方 の 領 域 ） と 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ 部 （ 図 １ の 線 Ｚ よ り も 、 図 に お い て 下 方 の 領 域
） と に 分 割 す る 様 に 構 成 し て 、 潜 熱 回 収 部 に 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ を 設 け る こ と に よ り 、 再
生 器 １ で 燃 焼 し た 後 の 都 市 ガ ス 等 の 排 ガ ス が 保 有 す る 熱 が 有 効 利 用 で き る 。 そ の 分 、 効 率
が 向 上 す る 。
そ の 結 果 、 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ の 効 率 を 改 善 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 図 ２ の ブ ロ ッ ク 図 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０
２ を 説 明 す る 。
図 １ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 上 水 を 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ か ら 始 ま っ て 吸 収 器 ３ 、 凝 縮 器 ４ の
順 に 流 し て い る 。
吸 収 剤 と し て 臭 化 リ チ ウ ム 、 冷 媒 と し て 水 を 用 い る 場 合 に は 、 吸 収 器 ３ の 温 度 が 高 く な り
過 ぎ て 、 臭 化 リ チ ウ ム の 吸 収 溶 液 が 結 晶 化 （ 晶 析 ） し な い 様 に 、 吸 収 器 ３ の 温 度 を 下 げ る
た め 、 吸 収 器 ３ を 優 先 的 に 冷 却 す る 必 要 が あ る 。
そ の た め 、 温 度 の 低 い 状 態 の 上 水 （ 冷 却 水 ） が 、 先 ず 、 吸 収 器 ３ に 供 給 さ れ 、 吸 収 剤 で あ
る 集 荷 リ チ ウ ム の 晶 析 を 防 止 す る 。 そ の 後 、 冷 却 水 は 凝 縮 器 ４ に 供 給 さ れ て 冷 媒 蒸 気 を 凝
縮 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
し か し 、 例 え ば 、 吸 収 剤 と し て 水 、 冷 媒 に ア ン モ ニ ア を 用 い る 場 合 に は 、 そ も そ も 晶 析 の
問 題 は 無 い 。
ま た 、 冷 却 水 で 熱 を 取 る と い う 目 的 （ 冷 却 ） で あ れ ば 、 冷 却 水 で あ る 上 水 が 通 過 す る 順 番
は 、 凝 縮 器 ４ が 先 で 、 吸 収 器 ３ が 後 、 の 順 番 の 方 が 良 い 。
温 度 の 低 い 凝 縮 器 ４ を 昇 温 前 の 温 度 が 低 い 上 水 で 冷 却 し 、 昇 温 し た 後 の 上 水 で 温 度 の 高 い
吸 収 器 ３ を 冷 却 す る 方 が 、 （ 温 度 の 高 い 吸 収 器 ３ を 昇 温 前 の 温 度 が 低 い 上 水 で 冷 却 し 、 昇
温 し た 後 の 上 水 で 温 度 の 低 い 凝 縮 器 ４ を 冷 却 す る よ り も 、 ） エ ク セ ル ギ ー 損 失 が 低 く 、 冷
却 の 効 率 が 良 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ の た め 、 図 ２ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 先 ず 、 温 度 が 低 い 上 水 で 凝 縮 器 ４ を 冷 却 し 、 次 に 温
度 が 高 い 上 水 で 高 温 の 吸 収 器 （ 吸 収 熱 が 発 生 す る の で 高 温 ） ３ を 冷 却 す る 様 に 構 成 し て い
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る 。
す な わ ち 、 上 水 を 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ か ら 、 凝 縮 器 ４ 、 吸 収 器 ３ の 順 に 流 し て い る 。
そ の 様 に 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ に お い て 配 置 す る こ と で 、 エ ク セ ル ギ ー 損 失 を 低 く し て 、 冷 却
の 効 率 を 向 上 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 図 １ の 第 １ 実 施 形 態 に 対 し て 冷 却 ラ イ ン の 流 過 順 序 を 変 え た 点 を
除 き 、 そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 図 １ の 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 図 ３ の ブ ロ ッ ク 図 に 基 づ い て 、 第 ３ 実 施 形 態 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ３ を 説 明 す る
。
図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 は 、 図 １ の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 潜 熱 回 収 部 （ 図 １ に お い て 、 線 Ｚ よ
り も 上 方 の 領 域 ） に 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ （ 第 ２ の 熱 交 換 器 ） を 追 加 し て 設 け て い る 。
顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ で は 、 再 生 器 １ か ら 出 た 燃 料 ガ ス の 高 温 の 燃 料 排 ガ ス が 保 有 す る 熱 量
が 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ と 吸 収 器 ３ と 凝 縮 器 ４ を 経 由 し た 冷 却 水 ラ イ ン （ 給 湯 ラ イ ン ） Ｌ
ｗ を 流 れ る 冷 却 水 （ 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ と 吸 収 器 ３ と 凝 縮 器 ４ に お い て 加 熱 さ れ て 昇 温 し
た 冷 却 水 ： 給 湯 さ れ る 温 水 ） に 投 入 さ れ る 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
通 常 の 給 湯 器 で は 、 上 水 を バ ー ナ ー で 直 接 加 熱 し て い る の で 、 １ ０ ０ ℃ 近 辺 ま で 昇 温 し た
湯 を 供 給 出 来 る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ９ で 示 す 一 般 的 な ヒ ー ト ポ ン プ ９ ０ で は 、 再 生 器 １ で
投 入 さ れ る 熱 量 を Ｑ Ｈ 、 再 生 器 １ の 温 度 を Ｔ Ｈ 、 蒸 発 器 ２ で 投 入 さ れ る 熱 量 を Ｑ Ｌ 、 大 気
温 度 を Ｔ Ｌ 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ か ら 給 湯 さ れ る 湯 温 を Ｔ Ｍ 、 そ の 熱 量 を Ｑ Ｍ と す る と 、
　 Ｑ Ｍ ／ Ｔ Ｍ ＝ （ Ｑ Ｈ ／ Ｔ Ｈ ） ＋ （ Ｑ Ｌ ／ Ｔ Ｌ ） 　 と な る 。 す な わ ち 、 大 気 温 度 Ｔ Ｌ の 項
目 が 存 在 す る の で 、 給 湯 温 度 は 、 一 定 以 上 に は 昇 温 し な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ れ に 対 し て 、 図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 で 示 す 様 に 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ の 潜 熱 回 収 部 （ 図 ３ に
お い て 、 線 Ｚ よ り も 上 方 の 領 域 ） に 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ を 追 加 し て 設 け 、 再 生 器 １ か ら
の 高 温 排 ガ ス が 保 有 す る 熱 量 を 投 入 す れ ば 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ で 投 入 さ れ る 熱 量 （ 再 生
器 １ か ら の 高 温 排 ガ ス が 保 有 す る 熱 量 ） は 上 述 し た 数 式 に お け る 大 気 温 度 Ｔ Ｌ の 項 目 の 影
響 を 受 け な い の で 、 給 湯 温 度 （ 取 出 し 温 度 ） を さ ら に 高 く し て 、 給 湯 機 並 み の 高 温 の 給 湯
温 度 を 実 現 す る こ と が 出 来 る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ こ で 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ は 、 燃 料 で あ る 都 市 ガ ス の 燃 焼 排 ガ ス が 凝 縮 し て も 腐 食 し な
い 様 に 、 構 成 さ れ て い る 。 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ に お い て 、 再 生 器 １ か ら の 排 ガ ス が 凝 縮 し
て し ま う 場 合 が 想 定 さ れ る か ら で あ る 。 こ の 場 合 、 熱 交 換 器 ８ は 、 排 ガ ス が 保 有 す る 顕 熱
の み な ら ず 、 潜 熱 を も 冷 却 水 に 投 入 し て し ま う こ と と な る 。
腐 食 し な い 様 な 構 成 と し て 、 例 え ば 中 和 器 （ 図 示 せ ず ） 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 シ ス テ ム １ ０ ３ 全 体 に お け る エ ク セ ル ギ ー 損 失 を 少 な く
す る こ と が 出 来 る 。
エ ク セ ル ギ ー 損 失 を 低 く 抑 え る た め に は 、 例 え ば 、 低 温 の 上 水 は 低 温 の ガ ス 或 い は 液 体 で
加 熱 し 、 高 温 の 上 水 を 高 温 の ガ ス で 加 熱 す る カ ス ケ ー ド 利 用 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ で は 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ か ら 吸 収 器
３ 、 次 に 凝 縮 器 ４ と 加 熱 さ れ た 高 温 の 冷 却 水 が 、 再 生 器 １ を 出 た 直 後 の 高 温 の 燃 料 排 ガ ス
か ら 熱 が 投 入 さ れ る 。 す な わ ち 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ で は 、 高 温 の 冷 却 水 が 高 温 の 燃 料 排
ガ ス に よ り 加 熱 さ れ る 。
一 方 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ で 保 有 す る 熱 量 を 投 入 し て 降 温 し た 燃 料 排 ガ ス は 、 潜 熱 回 収 熱
交 換 器 ７ で 未 だ に 加 熱 さ れ て い な い 低 温 の 上 水 を 加 熱 す る 。 す な わ ち 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器
７ で は 、 低 温 の 冷 却 水 が 低 温 の 燃 料 排 ガ ス に よ り 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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す な わ ち 、 図 ３ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ 及 び 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ で 冷 却
水 ラ イ ン Ｌ ｗ を 流 れ る 冷 却 水 を 加 熱 す る こ と に つ い て 、 カ ス ケ ー ド 利 用 が 達 成 さ れ て お り
、 そ の 結 果 、 エ ク セ ル ギ ー 損 失 は 少 な く な る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 他 の 構 成 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 図 １ の 第 １ 実 施 形 態 と 同
様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ４ を 説 明 す る
。
図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 冷 却 水 ラ イ ン は 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７
、 吸 収 器 ３ 、 凝 縮 器 ４ 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ の 順 に 経 由 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
そ れ に 対 し て 、 図 ４ の 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ が 、 吸 収 器 ３ と 凝 縮 器 ４ と を
経 由 す る 順 序 を 変 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
す な わ ち 、 図 ４ の 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ は 、 潜 熱 回 収 熱 交 換 器 ７ 、 凝 縮 器
４ 、 吸 収 器 ３ 、 顕 熱 回 収 熱 交 換 器 ８ の 順 に 経 由 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
こ の 様 に 、 冷 却 水 が 凝 縮 器 ４ で 冷 媒 蒸 気 の 気 化 熱 を 奪 っ た 後 に 、 吸 収 器 ３ を 冷 却 す る 様 に
構 成 し た 結 果 、 図 ２ の 第 ２ 実 施 形 態 で 説 明 し た の と 同 様 な 理 由 に よ り 、 冷 却 効 率 が 向 上 す
る 。 す な わ ち 、 温 度 が 低 い 状 態 の 冷 却 水 で 温 度 が 低 い 凝 縮 器 ４ を 冷 却 し 、 凝 縮 器 ４ で 昇 温
し た 冷 却 水 で よ り 高 温 の 吸 収 器 ３ を 冷 却 す る の で 、 冷 却 が 効 率 的 に 行 わ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ４ の 実 施 形 態 に お け る そ の 他 の 作 用 効 果 に つ い て は 、 図 ２ の 第 ２ 実 施 形 態 及 び 図 ３ の 第
３ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 図 ５ の ブ ロ ッ ク 図 に 基 づ い て 、 第 ５ 実 施 形 態 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ５ を 説 明 す る
。
図 １ 、 図 ３ の 実 施 形 態 は 再 生 器 を 一 つ の み 備 え て お り 、 冷 媒 蒸 気 は 当 該 一 つ の み の 再 生 器
１ で し か 生 じ な い 単 効 用 タ イ プ タ イ プ の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ で あ る 。
こ れ に 対 し て 、 図 ５ の 第 ５ 実 施 形 態 で は 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ と 低 温 再 生 器 １ Ｌ の 二 つ を 備 え
て い る 。 そ し て 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ で 発 生 し た 冷 媒 蒸 気 に よ り 、 低 温 再 生 器 １ Ｌ で 冷 媒 蒸 気
を 発 生 さ せ て い る 。
即 ち 、 図 ５ の 第 ５ 実 施 形 態 は 、 燃 料 ガ ス （ 都 市 ガ ス ） を 一 度 投 入 し て 、 冷 媒 蒸 気 が ２ 回 に
亘 っ て 再 生 す る 二 重 効 用 タ イ プ の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
よ り 詳 細 に 述 べ る と 、 図 ５ に お い て 、 吸 収 式 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ５ は 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ と 、
低 温 再 生 器 １ Ｌ と を 備 え て お り 、 燃 料 で あ る 都 市 ガ ス を 燃 焼 す る こ と に よ り 高 温 再 生 器 １
Ｈ か ら は 冷 媒 蒸 気 が 再 生 さ れ る 。 そ し て 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ で 加 熱 さ れ た 吸 収 溶 液 は ラ イ ン
Ｌ ２ １ を 流 れ て 低 温 再 生 器 １ Ｌ に 流 入 し 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ で 再 生 し た 冷 媒 蒸 気 は ラ イ ン Ｌ
３ １ を 流 れ て 低 温 再 生 器 １ Ｌ 内 の 吸 収 溶 液 を 加 熱 す る 。 そ の 結 果 、 吸 収 溶 液 １ Ｌ か ら も 冷
媒 蒸 気 が 発 生 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ５ の 第 ５ 実 施 形 態 で は 、 加 え る 熱 量 （ 都 市 ガ ス を 燃 焼 し て 得 ら れ る 熱 量 ） は 第 １ 実 施 形
態 ～ 第 ４ 実 施 形 態 と 同 一 で も 、 低 温 再 生 器 １ Ｌ で 再 生 す る 分 だ け 冷 媒 蒸 気 発 生 量 が 増 加 し
、 一 段 と 高 効 率 化 さ れ て い る 。
図 ５ の 第 ５ 実 施 形 態 に お け る 他 の 構 成 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 図 １ の 第 １ 実 施 形 態 と 同
様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ こ で 、 図 ５ に お い て 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ に は 精 溜 器 （ 図 １ ～ 図 ４ に お い て 符 号 １ １ ） が 設
け ら れ て い な い 。 し か し 、 使 用 す る 冷 媒 と 吸 収 剤 に よ っ て は （ 例 え ば 、 冷 媒 が ア ン モ ニ ア
で 、 吸 収 剤 が 水 の 場 合 ） 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ に 精 溜 器 を 設 け る 場 合 が あ る 。
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後 述 す る 図 ６ ～ 図 ８ に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
逆 に 、 図 １ ～ 図 ４ に お い て 、 使 用 す る 冷 媒 と 吸 収 剤 如 何 に よ っ て は （ 例 え ば 、 冷 媒 が 水 で
、 吸 収 剤 が 臭 化 リ チ ウ ム の 場 合 ） 、 再 生 器 １ に 精 溜 器 １ １ を 設 け な い 場 合 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ６ に 基 づ い て 、 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ６ を 説 明 す る 。
図 ６ の 第 ６ 実 施 形 態 は 、 図 ２ の 第 ２ 実 施 形 態 を 二 重 効 用 に し て 、 高 効 率 化 を 図 っ た 実 施 形
態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 す な わ ち 、 図 ２ で は 、 再 生 器 は １ 個 の み 設 け た の に 対 し て 、 図 ６ で は 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ
と 低 温 再 生 器 １ Ｌ の ２ 個 の 再 生 器 を 設 け て い る 。 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ の 流 れ の 順 序 を 除 け ば
、 そ の 他 の 構 成 は 、 図 ５ の 第 ５ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
　 ま た 、 図 ２ 、 図 ４ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 温 度 が 低 い 状 態 の 冷 却 水 で 温 度 が 低 い 凝 縮 器 ４
を 冷 却 し 、 凝 縮 器 ４ で 昇 温 し た 冷 却 水 で よ り 高 温 の 吸 収 器 ３ を 冷 却 す る の で 、 冷 却 が 効 率
的 に 行 わ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
次 に 、 図 ７ に 基 づ い て 、 第 ７ 実 施 形 態 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ７ を 説 明 す る 。
図 ７ の 第 ７ 実 施 形 態 は 、 図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 を 二 重 効 用 に し て 、 高 効 率 化 を 図 っ た 実 施 形
態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 再 生 器 は １ 個 の み で あ る の に 対 し て 、 図 ７ の 第 ７ 実 施 形 態 で
は 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ と 低 温 再 生 器 １ Ｌ の ２ 個 の 再 生 器 を 設 け て い る 。 そ の 結 果 、 図 ７ の 吸
収 ヒ ー ト ポ ン プ は 二 重 効 用 タ イ プ に 構 成 さ れ 、 図 ３ の 実 施 形 態 に 比 較 し て 、 冷 媒 蒸 気 の 発
生 量 が 増 加 す る 。
　 二 重 効 用 タ イ プ の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ と し て の 吸 収 系 統 の 構 成 は 、 図 ５ 、 図 ６ と 同 様 で あ
る 。 ま た 、 作 用 効 果 に つ い て は 、 図 ３ の 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
次 に 、 図 ８ に 基 づ い て 、 第 ８ 実 施 形 態 の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ８ を 説 明 す る 。
図 ８ の 第 ８ 実 施 形 態 は 、 図 ４ の 第 ４ 実 施 形 態 を 二 重 効 用 に し て 、 高 効 率 化 を 図 っ た 実 施 形
態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 即 ち 、 図 ４ の 第 ４ 実 施 形 態 で は 再 生 器 を １ 個 だ け 設 け た の に 対 し て 、 図 ８ の 第 ８ 実 施 形
態 で は 、 高 温 再 生 器 １ Ｈ と 低 温 再 生 器 １ Ｌ の ２ 個 の 再 生 器 を 設 け て い る 。 そ し て 、 冷 媒 蒸
気 の 再 生 が ２ 回 に 亘 っ て 行 わ れ る 二 重 効 用 タ イ プ の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ に 構 成 さ れ て い る 。
　 二 重 効 用 タ イ プ の 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ と し て の 吸 収 系 統 の 構 成 は 、 図 ５ ～ 図 ７ の 実 施 形 態
と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 ８ の 実 施 形 態 は 、 図 ７ の 実 施 形 態 に 比 較 す る と 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ の 構 成 が 異
な っ て い る 。
　 図 ８ の 実 施 形 態 で は 、 図 ７ の 実 施 形 態 と は 異 な り 、 冷 却 水 ラ イ ン Ｌ ｗ は 凝 縮 器 ４ を 経 由
し た 後 に 吸 収 器 ３ を 経 由 す る 様 に 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 図 ２ 、 図 ４ 、 図 ６ の 実 施 形
態 と 同 様 に 、 温 度 が 低 い 状 態 の 冷 却 水 で 温 度 が 低 い 凝 縮 器 ４ を 冷 却 し 、 凝 縮 器 ４ で 昇 温 し
た 冷 却 水 で よ り 高 温 の 吸 収 器 ３ を 冷 却 す る の で 、 冷 却 が 効 率 的 に 行 わ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 図 ５ ～ 図 ８ に お い て 、 二 重 効 用 に 構 成 さ れ た 吸 収 ヒ ー ト ポ ン プ １ ０ ５ ～ １ ０ ８ は
、 い わ ゆ る 「 シ リ ー ズ フ ロ ー タ イ プ 」 の も の が 図 示 さ れ て い る が 、 「 パ ラ レ ル フ ロ ー タ イ
プ 」 、 「 リ バ ー ス フ ロ ー タ イ プ 」 、 「 シ リ ー ズ ・ パ ラ レ ル フ ロ ー タ イ プ 」 、 「 リ バ ー ス ・
パ ラ レ ル フ ロ ー タ イ プ 」 に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 は あ く ま で も 例 示 で あ り 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 限 定 す る 趣 旨 の 記 述 で
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は な い 旨 を 付 記 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ９ 】 従 来 技 術 の 全 体 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
１ ・ ・ ・ 再 生 器
１ Ｈ ・ ・ ・ 高 温 再 生 器
１ Ｌ ・ ・ ・ 低 温 再 生 器
２ ・ ・ ・ 蒸 発 器
３ ・ ・ ・ 吸 収 器
４ ・ ・ ・ 凝 縮 機
５ ・ ・ ・ 循 環 ポ ン プ
６ ・ ・ ・ 溶 液 熱 交 換 器
７ ・ ・ ・ 潜 熱 回 収 熱 交 換 器
８ ・ ・ ・ 顕 熱 回 収 熱 交 換 器
１ １ ・ ・ ・ 精 溜 器
Ｌ １ 、 Ｌ １ １ ～ Ｌ １ ３ ・ ・ ・ 吸 収 溶 液 往 き ラ イ ン
Ｌ ２ 、 Ｌ ２ １ ～ Ｌ ２ ３ ・ ・ ・ 吸 収 溶 液 戻 り ラ イ ン
Ｌ ｆ ・ ・ ・ 燃 料 ガ ス 供 給 ラ イ ン
Ｌ ｗ ・ ・ ・ 冷 却 水 ラ イ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

(13) JP 2007-120809 A 2007.5.17



フロントページの続き

(72)発明者  村　上　　　高
            東京都港区海岸一丁目５番２０号　東京瓦斯株式会社内
(72)発明者  佐々木　裕　文
            東京都港区海岸一丁目５番２０号　東京瓦斯株式会社内
(72)発明者  恩　田　直　樹
            東京都港区海岸一丁目５番２０号　東京瓦斯株式会社内
(72)発明者  岩　田　哲　哉
            東京都港区海岸一丁目５番２０号　東京瓦斯株式会社内
Ｆターム(参考) 3L093 AA03  BB01  BB11  BB22  BB29  BB43  LL03  LL05 

(14) JP 2007-120809 A 2007.5.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

